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前橋市と吉岡町 

          

○前橋市 341,263人・311.64ｋ㎡ 
 

○吉岡町  20,169人・ 20.50ｋ㎡ 

○前橋市  188,979台 
○吉岡町   9,752台 
○合  計  198,731台 

平成２５年５月末現在 

平成２３年度末現在 

～参考～ 
・群馬県内1,062,242台 
・高崎地域  224,570台 

1 

          

前橋ナンバー導入の取り組み 

2 
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地域名表示を「前橋」とした理由 

          

 就業・通学先 
①自町内 ２，９６６人（割合２７．８％） 
②前橋市 ２，９１０人（割合２７．２％） 
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地域住民の具体的なニーズ 

          

①対象者を無作為抽出し郵送によるアンケートの配付 

 ⇒広く両自治体住民の意向を把握するため 

②商工会議所経由によるアンケートの配付 

 ⇒地元経済界の意向を把握するため 

③大型ショッピングセンターで直接アンケートを配付し回収 

 ⇒自動車ユーザーの意向を把握するとともに、「前橋ナンバー」の 

   実現を広く地域にＰＲするため 
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前橋ナンバーの地域ニーズ 

          

居住地 賛成
どちらかとい
えば賛成

どちらでもよい
どちらかとい
えば反対 反対 無回答 総計（件）

776 172 339 46 61 1 1,395

55.6% 12.3% 24.3% 3.3% 4.4% 0.1% 100%

274 59 136 12 46 0 527

52.0% 11.2% 25.8% 2.3% 8.7% 0.0% 100%

1,050 231 475 58 107 1 1,922

54.6% 12.0% 24.7% 3.0% 5.6% 0.1% 100%

前橋市

吉岡町

総　計

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吉岡町 

前橋市 

全  体 

274件 

（52.0%） 

776件 

（55.6%） 

賛成 1,050件
（54.6%） 

59件 

（11.2%） 

172件 

（12.3%） 

どちらかと 

いえば賛成 

 231件 

（12.0%） 

136件 

（25.8%） 

339件 

（24.3%） 

どちらでもよい 

475件 

（24.7%） 

12  

46  

どちらかと 

いえば反対 

58 

46 
（8.7%） 

61 
（4.4%） 

反対 

107 
（5.6%） 
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前橋ナンバーの地域ニーズ 

          

 

○「賛成」、「どちらかといえば賛成」    ６６．６％ 

○「反対」、「どちらかといえば反対」       ８．６％ 

○「どちらでもよい」                ２４．７％ 

 

  前橋、吉岡両市町の大多数の住民が 
 「前橋ナンバー」の導入について積極的に賛同！ 
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前橋ナンバーの位置付け、活用方策 

          

赤城山 

榛名山 
広瀬川（前橋） 

船尾滝（吉岡） 
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○駒寄スマートインターの大型化改修及び周辺開発 

駒寄スマートインター周辺 駒寄スマートインター 

前橋ナンバーの位置付け、活用方策 
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前橋ナンバーの活用方策（まとめ） 

          

 前橋・吉岡地域の一体感をさらに醸成 
 前橋ナンバーを動く広告塔として活用 
 あまり知られていない地域の豊富な地域資源を
積極的にＰＲ 
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上武道路（国道17号） 

上信越道 

名古屋へ約400km 
大阪へ約550km 

関越道 
新潟へ約200km 

東京へ約90km 

北関東道 

仙台へ約330km 
茨城港へ約160km 吉岡町・前橋市 
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飛鳥ナンバー



 

ご当地ナンバー 

飛鳥 

 

プレゼンテーション資料 

 

 

平成２５年７月２６日（金） 

 

橿 原 市 

高 取 町 

明日香村 

吉 野 町 

















杉並ナンバー



2013.7.26

ご当地ナンバー(杉並ナンバー)

の導入について



杉並ナンバー 申請の背景杉並ナンバー 申請の背景

杉並区は 昭和7年に４町が合併して誕生 人口約54万人 面積34 02ｋ杉並区は、昭和7年に４町が合併して誕生、人口約54万人、面積34.02ｋ

㎡、同一選挙区、区民の区への強い愛着⇒歴史的にも、規模的にも非

常にまとまりのある地域常にまとまりのある地域

昨年、区制施行８０周年を迎え、まつりをはじめとした記念イベントを実施

→ 区のアイデンティティ、区民の連帯感をさらに高めていこうという気運

が醸成が醸成

今回の募集にあたり、区民の要望を受け、区民意向調査（アンケート）を

実施実施

→ 多くの区民の賛意が得られたため、単独での申請を決定
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区民アンケート集計状況区民アンケート集計状況
その他, 38, 

どちらでもよい, 
897, 19.70%

0.83%

賛成, 
反対, 263, 
5.78% ,

3355, 
73 69%73.69%

【アンケート総数：4553人 】＜要望書＞
・杉並区議会３会派（自民・公明・民主）
商工３団体（東京商工会議所杉並支部 商店街連合会 杉並産業協会）・商工３団体（東京商工会議所杉並支部・商店街連合会・杉並産業協会）

・区内タクシー事業者９社
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杉並ナンバー 導入の意義杉並ナンバー 導入の意義
区民と区の区民と区の 地域・経済の地域・経済の

区民の区民の

自治自治協働協働 活性化活性化
区民相互の区民相互の 地域への地域への

自治自治
意識意識

共助共助 誇り誇り

「杉並愛郷心 「杉並」の
知名度アップ

愛郷心・
一体感の醸成

ご当地ナンバーの導入＝「地域のことは地域でご当地ナンバーの導入＝「地域のことは地域で
決める と う地域分権 流れに沿 たも決める と う地域分権 流れに沿 たも
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決める」という地域分権の流れに沿ったもの決める」という地域分権の流れに沿ったもの



具体的な活用方策具体的な活用方策

すぎなみフェスタ（区民祭り）での披露イベントすぎなみフェスタ（区民祭り）での披露イベント

映画、ドラマ等の撮影に杉並ナンバーを提供

ご当地ナンバーサミット

人気ナンバ オ クション人気ナンバーオークション

杉並の知名度アップを活
かした、地域イベント・文
化施設への集客アップ

【地域イベント】 高円寺阿波踊り、阿佐谷七夕祭り、阿佐谷ジャズストリート など

【文化施設】 杉並公会堂、杉並芸術会館(座・高円寺) など
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おわりにおわりに

「杉並ナンバー」の導入には、様々な意義、
効果が期待でき、多くの区民・団体が実現を
待望しています。待 す。

どうか、ご理解を

よろしくお願いしますよろしくお願いします。
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